
「世界農業遺産」をめざそう！会員通信 第 8 号 
 
こんにちは！世界農業遺産推進係です 
 
■総会・勉強会の開催案内■ 
このたびの総会では、平成28年度の活動状況や来年度の活動計画（案）、また「世界農業

遺産」認定に向けての申請書概要（案）などについて、御報告ならびに御提案を予定して

います。また、2011年に日本で最初の「世界農業遺産」認定を受けられた石川県「能登の

里山里海」における地域活性化事例についての勉強会も予定しています。会員様には、

万障お繰り合わせのうえ、御出席賜りますようお願いします。詳細ならびにお申し込みは、

下記リンク先を御覧ください。申込み締切は、3月6日（月）とさせていただきます。 

○日時：平成 29 年 3 月 17 日（金）14：00～17:00（予定） 
○場所：県庁新館７階大会議室（大津市京町４丁目１－１） 
【滋賀県ホームページ】 
http://www.pref.shiga.lg.jp/g/nosei/sekainougyouisan/kaiintsuusin/files/tenpu008-1.pdf 
 
■「世界農業遺産」をめざして 技術レポート■ 
世界農業遺産推進係では、平成 30 年度の「世界農業遺産」申請に向けて、現在、県内での

ＰＲ活動や申請内容の検討を進めています。会員様には、「世界農業遺産」の申請手続の方

法や認定基準等に関して、お伝えする機会が少ないことから、不定期になりますが「技術

レポート」として、会員通信の中で情報の共有をしていきたいと考えています。 
1 回目は、『「世界農業遺産」認定への道のり』です。 
【滋賀県ホームページ】 
http://www.pref.shiga.lg.jp/g/nosei/sekainougyouisan/kaiintsuusin/files/report001.pdf 
 
■イベント・交流情報■ 
イベントの情報です。お時間がありましたらぜひお出かけください。なお最新の情報は、

主催者ホームページ等で御確認ください。 
 
◎「近江の新酒きき酒会」平成 29 年 3 月 20 日（月・祝）びわ湖大津プリンスホテル 
「近江の地酒でもてなし、その普及を促進する条例」制定 1 周年を記念して、滋賀県酒造

組合主催で『「近江の地酒でもてなし条例」制定記念 近江の新酒きき酒会』を開催します。

県内 33 酒蔵による「新酒」が一堂に会する絶好の機会です。ぜひご来場ください。 
【滋賀県ホームページ】 
http://www.pref.shiga.lg.jp/hodo/e-shinbun/ff00/20170203.html 
 



■会員の状況■ 
平成 28 年 9 月 15 日の準備会の設立以来、事務局では、「世界農業遺産」をより多くの方に

知っていただくために会員募集の活動を広く行っています。 
今後益々活動の輪が広がりますよう、会員様の御協力もよろしくお願いします。 
平成 29 年 1 月末日現在  
団体会員 67 団体、個人会員 191 名 

【会員大募集チラシ：県 HP】 
http://www.pref.shiga.lg.jp/g/nosei/sekainougyouisan/20161004kaiinbosyu.html 
 
■Facebook で情報発信中■ 
琵琶湖と共生する滋賀独自の農林水産業の姿など、「世界農業遺産」を目指す取組をお伝え

しています。ぜひ御覧いただき、「いいね！」と「シェア」をお願いします。 
【滋賀県農政課世界農業遺産推進係の Facebook】 
https://www.facebook.com/pref.shiga.giahs/ 
 
■お問合せ先（事務局）■ 
本メールへの御意見や提案、お問い合わせ先は、下記のとおりです。 
お気軽に御連絡ください。 
滋賀県農政水産部農政課世界農業遺産推進係 
〒520-8577 大津市京町 4 丁目 1 番 1 号 
TEL077-528-3825 FAX077-528-4880 
メール shiga-giahs@pref.shiga.lg.jp 
 
■アドレス変更、配信解除、退会等■ 
事務局への届出により対応させていただきます。 
 
■バックナンバー■ 
これまでの会員通信（バックナンバー）を掲載しています。 
【滋賀県ホームページ】 
http://www.pref.shiga.lg.jp/g/nosei/sekainougyouisan/kaiintsuusin/20161102kaiintsuusin.html 

 
■編集後記■ 
第８号（H29.2.13） 
3 月 17 日開催の総会では、日本で最初に「世界農業遺産」に認定された石川県能登の活性

化事例を石川県の御担当様より説明いただきます。会員の皆様にとっても、地域活動など

今後の参考になるお話を聞くことができると思います。（Staff Ａ） 


